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食を通じた島しょ地域の健康づくり 

島しょ保健医療圏 島しょ保健所 

実 施 年 度 開始  平成１４年度   終了  平成１７年度 

背 景 

 島しょ保健所では、平成９年度に中・高生、平成１０年度に保育園児、平成１１

年度に高齢者、平成１２年度に成人期、平成１３年度に学童・青年期を対象に健康

栄養調査を行った。この結果、島しょ地区における各世代の固有または共通の様々

な生活習慣の問題点が抽出された。そのため、この結果を踏まえて、島しょの町村

をはじめとする関係団体が連携・協働し、食生活改善をとおした健康づくりを推進

することをめざして事業に取り組むこととした。 

目 標 

１ 世代別の健康栄養調査から明らかになった島しょ地域の特質を踏まえて、生涯

を通じた健康づくりのため、各世代の固有及び共通の重点目標を定める。 

２ 目標達成のため、関係機関・団体等と問題点や目標を共有して対策を検討し、

協働して活動を展開するため、関係者のネットワークの構築をめざす。 

３ 課題に対応した媒体の作成と普及啓発を行う。 

４ 本事業をとおして、健康日本２１地方計画の策定に寄与する。 

事 業 内 容 

１ 健康栄養調査結果を踏まえた重点目標の抽出 

  調査から明らかになった各世代の固有または共通の問題点・課題から、７つの

重点目標を設定した。 

２ 連携体制づくり 

島しょの各町村において、栄養・食生活に関わる連絡会等の開催等、関係団体

の連携体制をつくり、地域の健康づくりの課題や健康づくりに必要な活動等につ

いて検討した。 

３ 事業評価の実施 

栄養連絡会において、学識経験者の助言を受けながら各島毎に質問紙調査等を

用いて事業評価を行った。 

４ 普及啓発用媒体の作成 

  重点目標を達成するツールとしてリーフレットを作成し、食の指導者に配布す

るとともに、連絡会、講習会等において活用した。 

５ 食育シンポジウムの開催 

  連絡会等の連携体制を踏まえ、新島において食育シンポジウムを開催した。 

評 価 

１ 栄養・食生活に関わる連絡会等を設置することにより、関係機関・団体による

ネットワークの基盤を整備することができた。 

２ 連絡会等の開催により、食に関する問題点や課題を提示し共有することができ

た。また。栄養連絡会として、大島では福祉まつりや高齢者生き生き事業で、健

康づくりのＰＲ活動など新たな地域活動の展開に繋がることができた。 

３ 栄養連絡会において、学識経験者の助言を受けながら各島の状況に応じた健康

づくり施策の事業評価ができ、大島では関係機関や住民代表の知識及びスキルに

対する意識が高まり、健康づくりへの意識改革ができた。 

“けんこう愛らんど大島２１”の地方計画に事業内容を反映する計画である。 

４ 普及啓発用媒体を作成したことで、各島栄養士の連携が図られ、取組に統一性

を持つことができた。また、各島において媒体がよく活用され、意識や行動変容

に役立ったという住民の声があった。 

問い合わせ先 

島しょ保健所大島出張所新島支所  

電    話  ０４９９２―５―１６００ 

ファクシミリ  ０４９９２―５―１６４９ 

E-mail     S0000778＠section.metro.tokyo.jp 

 



１ 活動の状況 

 
平成 9 年度～平成 13 年度              地域保健活動事業として実施 

 
島しょにおける食の実態把握のため、各世代別に健康栄養調査を実施し、島しょにおける

食に関わる問題点や今後取り組むべき課題等を明らかにした。各世代別の調査結果及び問題

点や課題については別途作成した報告書のとおりである。 

＜各年度の調査対象及び対象人数＞ 

①平成 9 年度中高年期 (対象： 747 人)   ②平成 10 年度保育園児 対象： 405 人 

③平成１１年度高齢期  (対象：1088 人)     ④平成 12 年度成人期  対象：2496 人 

⑤平成１３年度学童期  (対象： 758 人) 

 
平成１４年度の活動      課題別推進プラン「食を通じた島しょ地域の健康づくり」として実施開始 

 
健康栄養調査の結果から、大目標及び各世代別における７つの重点目標を設定した。また、

重点目標にそった普及啓発媒体リーフレット（１種類）を作成し、各種講習会等の事業にお

いて配布するなど指導用教材として活用した。 
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の活動の拠点として、本事業のキーワードである「健康栄養連絡会（またはネ

議等）」（委員構成：食に係る機関・団体の関係者や住民代表）を開催し、効果

を図った。また、重点目標にそったリーフレット（２種類）を作成し、各種講

業において配布・活用した。 
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平成 16 年度の活動  

 

本事業の事業評価を行った。事業評価の方法として「健康栄養連絡会」が有効に機能して

いるかを評価のめやすとして各委員に対し質問紙調査を行った。大島出張所の例では、個人

の知識や態度スキルに対する意識が増して、関係機関や地域住民代表の健康づくりへの意識

変革ができたと評価できる。また、家族・友人・職場等個人をとりまく周囲の支援の必要性

を感じる人が多かったことは、地域住民による交流や検討の場(健康栄養連絡会)がこれまで以

上に意義あるものと成り得る結果となった。 

一方、更に有機的なネットワークづくりや地域にあった有効な実践活動を推進したいなど

の課題が投げかけられた。 

また、重点目標にそったリーフレットを３種類（おやつ編は幼児～低学年向け、高学年～

中高生向けの２種類）作成し、各種講習会や関連事業において配布し活用した。            
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平成１７年度の活動 

 

 平成 16 年度に課題となったネットワークづくりや地域に有効な実践活動について、各島の

地域特性を踏まえた内容で検討し取組を行った。大島出張所では、健康栄養連絡会のメンバ

ーが福祉まつりに参加して健康づくりのＰＲをしたり、社会福祉協議会から依頼され、高齢

者いきいき事業でミニ講話とミニ体操の実践を行うなどの地域活動を展開した。新島支所で

は、栄養・食生活ネットワーク会議において、地域の食育推進の取組が活動目標の一つとな

ったため、委員の協力により食育の概念の共有や取組方法を考えるシンポジウムを開催した。 

 

 

 

 

 

                                                

食育シンポジウム「新島発の食育を考える」 

講演 「食育が育む生きる力」 

  首都大学東京 都立短期大学 稲山 貴代氏 

パネルディスカッション 

「郷土料理にみる新島の食文化」 

「心と身体を育てる幼児の食育」 

「新高生がつくるフードデザイン」 
   

  食育シンポジウム基調講演の様子 

 

各島によりそれぞれ成果は異なるものの、「健康栄養連絡会」

等を通じて健康づくりの推進を協議・検討することにより、地

域の食に関する問題点や課題等を共有化できた。また関連機関

や住民の連携が密になり地域に根ざした健康づくりを推進す

るネットワークづくりに一歩を踏み出した。島しょ地域の食生

活等の改善を目標に作成したリーフレットを配布・活用したこ

とにより、積極的にウォーキングにはげむ島民を数多くみかけ

る、朝食の意義が理解されるなど、生活習慣改善に関する住民

の意識変容があらわれていることが確認できた。 

 

 

２ 事業の評価と今後の課題 

平成 14 年度からの取組により、食を通じた活動の重点目標の設定、健康づくりを効果的

に実践するためのリーフレットの作成、更には「健康栄養連絡会」等の開催などにより、関

係者の意識変容や健康づくりを推進する基盤としてのネットワークが構築され、様々な活動

が展開されつつあるなどの成果がみられた。地理的条件や人材・社会資源の確保などの問題

を抱えている島しょ地域において、効果的に健康づくりを推進するため、今後とも本事業の

目標にそった取組を積極的に展開していきたい。 

 今後の課題としては、「健康栄養連絡会」等の場が契機となり、各島においてさらなる有効

な活動の展開に繋がる検討を続けること、また、各出張所が地理的に離れており、連携がと

りにくい状況にある中で、共通して取り組む困難さの解消等があげられる。 
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